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研 究 主 題

生徒一人一人が楽 しく意欲的 に学び 、自己学習能 力を培 う授業 の工 夫

1主 題設定の理由

我 が国の社 会 は、科学技 術の進歩や高度経済成長 の中で、物が豊か にな り大変便利 な社 会 と

な った。 また、世界 の人々 との交流 も活発 とな り、世界の中の日本 としての役割 も大 き くなっ

てい る。

現在 、急激 に変化 す る社 会の中を生 きがいを もって生 きて い くたあ に、学校教 育 にお いて

人生80年 を生 きてい くための基礎 ・基本を身 にっ けさせ ることが大 きな課題 とな って い る。

その中 で も、生涯学習 の視点 に立 って、生徒一人一 人が健康 で豊 かな生 活を送 るたあ の能力

や実践力 を育て る ことが大変大 きな課題であ る。

生 涯学習社会 にお いて は、① 基礎的 ・基本 的な知識 や能力 を精選 して身 にっ け させ る こ と

②学 習への関心を もたせ、意欲を育て ること、③学習 の進 め方 や方法 を しっか り身 にっ けさ

せ ること等 が、学 校教育の果た さなければな らない役割 と して求 め られ てい る。 ま た急激 に

変化 す るこれか らの社会で は、生徒一 人一人 が、自 らの判断 で困難を切 り開 いて い け る能 力

を育成 して い くことが欠かせな くな っている。 この能力 とは、与え られ た既成 の知 識 や技 能

を、 ただ単 に吸収 した り、与 え られた課題 を示 され た手順 に従 って処理 してい くとい った能

力 でな く、何が 自分の課題 と成 りうるかを見 っけだ し、選択 し処理 して い くことがで きる よ

うな能力 を身にっけ させ ることであ る。 その たあには、生徒一 人憎 人が、 自分 の課題 を発 見

し、選択 し、 自分 が如何 に取 り組 むべ きか、或 いは行動 す るかを判 断 し、実践 し、評 価 す る

といった学習計画 や実践 を自 らの力で構成 して い く自己学 習能力 を培 うための学 習 の場 を広

げる取 り組 みが必要 であ る。

これか らの保健体育 において は、生徒一 人一 人の興味 ・関心 や個性 ・能力 に応 じて 、運 動

領域や種 目を 自分 自身で選択 し、主体 的に学 習を進 め、 自己学習能力 の育成 を図 る ことが重

要で ある と考え、本主題を設定 した。
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ll研 究 のね らい と仮説

1研 究のね らい

研究 の主題を受 け、生徒一 人一人 が 自分 の興味 ・関心 や個性 ・能力 に応 じた運 動領域 の選

択 や個 人の課 題解決方法 として、学習計画 を 自ら立案 し、学習資料 を活用 した授 業の展 開 を

行 うことを重視 し、特 に下記 の2っ に研究 のね らいをお いた。

(1)学 習過程 の工夫

② 課題 の もち方 と解決 の工夫

2研 究 の仮説

(1)一 人一入 の生徒 に応 じた学習過程を工夫す る ことによって、楽 しく意欲的な学習になる。

② 学習 資料 を効果的 に活用す ることで、課題 に対す る取 り組みが意欲的 にな り、 自 ら進 ん

で学習す る能力が身 につ く。

皿 研究の方法

1「 器械運動 」「陸上競技」「球技」 の3分 科会 を設定 し、研究 を進 あた。

2そ れ ぞれの領域毎 に意識 調査を行 い、生徒の興 味 ・関心 にっ いて集計分析を行 った。

3各 分科会 で学習過程 の工 夫、種 目選択 、男女共習 を とりあげ、テ ィームテ ィーチ ングの実

践 を通 しその研究 を進 めた。対 象学年 は2年 生 と した。

① 「器械運動 」で は意識調 査の結果 よ り、跳 び箱運動 ・マ ッ ト運動 ・平均 台を 同時 開設

し、生徒 に種 目を選択 させた。学 習過程 で は、個 人の能力 と適性 に応 じて、学習パ ター

ンを選択 させ 、それを もとに、各 自に学 習の道筋 を立 て させ、男女共 習で授 業 を展 開 し

た。

また、 オ リエ ンテー シ ョンの工夫 、テ ィームテ ィーチ ングの工夫 、学習資料等 の工夫、

視聴覚 機器 の活用 の工夫 を行 った。

② 「陸上競技」 では意識調査 の結果 よ り、短距離走 ・障害走 ・走 り高跳びを同時開設 し、

種 目を選択 させ た。学習過程 では、個人 の能力 と適正 に応 じて、学習パ ター ンを選 択 さ

せ、それを もとに、各 自に学習 の道筋 を立て させ、男女共 習で、授業を展 開 した。

また、 オ リエ ンテー ションの工夫、 テ ィームティーチ ングの工夫、学習資料等の工夫、

視聴覚機 器 の活用 の工夫を行 った。

③ 「球技 」で は意識調査を参考 に、バ スケ ッ トボ ール、サ ッカー、バ レーボールを同 時

に開設 し、生 徒 に3種 目の中か ら1種 目を選択 させた。学 習過程 で は、個人 の能力 と適

性 に応 じて、学 習パ ター ンを選択 させ、それを もとに、各 自に学習の道筋を立 て させ、

男女共習 で、授 業を展開 した。

また、オ リエ ンテーシ ョンの工 夫、 ティームテ ィーチ ングの工 夫、学習資料等の工夫、

視聴覚機器 の活用 の工 夫を行 った。
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IV研 究の全体構想図

生涯体育 ・ス ポー ツ

i
保健体育科 目標

1 1
1運動 に親 しむ習慣の育成

健康の増進と体力の向上

[研 究 課 題 〕

生徒一人一人が楽 しく意欲的に学び、自己学習能力を培 う授業の工夫

1

選 択 制 授 業

ティームティーティングの実践

ね らい1ね らい2

学 習 過 程 の 工 夫 課題のもち方と解決の工夫

/　 　 ＼
仮 説

一人一人の生徒に応 じた学習過程を工夫す る

ことによって、楽 しく意欲的な学習になる。

仮 説

学習資料を効果的に活用す ることで、課題 に

対す る取 り組みが意欲的になり自ら進んで学

習す る能力が身にっ く。

1

0
乙

0
σ

[研 究 の 方 法]

各領域から、器械運動 ・陸上競技 ・球技の3分 科会を設定 し研究を進める。

それぞれの領域に応 じた意識調査を行い、生徒の興味 ・関心にっいて集計分析を行 った。

各分科会 ごとに学習過程の工夫、選択制授業、男女共習を実施 し、ティームティーチ ングの実践

を行い、学習課題への展開の仕方、学習資料の工夫、学習カー ドの工夫、グループ編成、視聴覚教

材の効果的な活用等の研究を進める。

4学 習過程の工夫 として、個人の能力 と適性に応 じて、学習パターンを選択させ、 それを もとに各

自に学習の道筋を立てさせる。

領域別重点内容

器 械 運 動

①3種 目(跳 び箱 ・マット・平

均台)の 同時開設 と種 目選択

②学習資料や学習カー ド・VT

Rを 活用 した課題のもち方 ・

解決の仕方と選択制授業

③ ティームティーチングの工夫

陸 上 競 技

①3種 目(短 距離走 ・障害走 ・

走高跳)の 同時開設と種目選

択

②学習資料や学習カー ド・VT

Rを 活用 した課題の もち方 ・

解決の仕方と選択制授業

③ティームティーチングの工夫

球 技

①3種 目(バ スケット・サッカー ・

バ レーボール)の 同時 開設 と

種 目選択

②学 習資料 や学習 カー ド・VT

Rを 活用 した課題 の もち方 ・

解 決の仕方 と選択制授業

③ ティームテ ィーチ ングの工 夫
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V 研究の内容

1器 械運動

α)意 識調査 の結 果 と考察

① 意識調査 につ いて

ア 目的 「器械運動」 の領域 にっいての興味 ・関心を把握す るとと もに、課題 の もち

方、取 り組 み方 についての現状 を把握 し、自己学習能力及 び学習意欲 を高 め るた め の

指導 の参考 資料 とす る。

イ 時期 平成6年7月

ウ 対 象 研究員所属校第2学 年 男子275名 ・女子237名 合計512名

② 結 果(数 値 はすべてパ ーセ ン ト)
正.あ なたは今 まで器械運動を経験 してみて楽 しか ったですか。また、その理由も答 えて くだ さい。(理 由は、い くつ選 んでもよい)

ア ・楽 しか った アの理由

60ア ・器械運動が好 きだか ら イ ・技がで きたか ら ウ ・頑張 ればできるか ら エ ・自由に練 習で きるか ら

4・ 黙難 夢:蓋募羅吉堅宥藁毒ま奮ら ケ㌘、き募沼なアドバイスが受けられたから キ'補助してあげた友人ができたから

・・1111illlllLiJS,1・,/Tlll/l/・の舳

蕪i難・ コ。器械運動が不得意だか ら サ ・技が上手にできないから シ ・けが をす るのが怖 いか ら ス 。人の目が気にな るか ら0

男 女 セ ・他の種 目よ りお もい きり運動がで きないか ら ソ ・筋 肉痛 など身体が痛 くなるか ら タ ・その他

イ ・あ まり楽 しくなか った
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翻 「圏 「㎏.翻,稠.㎞ 難臨 舗 論
男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 男女

2.次 は、器械運動で、で きない技や、 うまくで きない技があ るときにっいての質問です。

① あなたは、で きない技や、 うまくで きない技があ るときどう想い ますか。

ア ・できるまで くり返 し練習 しようと思 う.イ ・で きない理由を考え、工夫を して練習 しよ うと思 う。

ウ 。できないと、あ きらめて しまう。 エ ・わか らない。 オ ・その他

② 技ができるよ うにな るためには、 どのよ うな取 り組み方をす ると効果的だと思いますか。自分にとって、最も効果的だと思 うものを一つ選んで くだ さい。

ア ・友入や先生に見て もらい、で きない原因をよ くつかみ練習す る。

イ ・VTRで 撮影 し、それを見なが ら、で きない原因をよ くっかみ練習する。

ウ ・学 習資料(実 技の副読本等)を 見なが ら、 目分でポイ ン トをっかみ練習する。

エ ・上手 な人の技を見て練習する。

①50
40

30

20

ユむ

③ 考察 ・

嚢 イ

ウ エ

男女 男女 男女 男女 男女

オ 。その他

②50

40

30

20オ

lo

O

ア
ー

鐵 工
幽

一

際. 『嚢

:
ウ

萎ii

嚢隔 「圏

懇
オ

馨 「㎞

男女 男女 男女 男女 男女

3.次 の種 目の中か ら、やりたい種目を2種 目選んで くだ さい。

ア ・マッ ト80

イ ・跳 び箱
60

ウ ・鉄棒
40

エ ・平均台
20

0

男女 男女 男女 男女

に対 して 、 「不 得

、 「で き るか ら楽 し

「楽 し さ 」 が そ の ま ま 結

イー

ア 工

,

==照

襲
鰯

霧・ ・

室・巽 一

羅
蒙

一 .;卜Lく

==;鮫

籍 無

ア 質問1で は、「技が できた」「頑 張ればで きる」 だか ら 「楽 しい」

意 だか ら」「上 手 にで きない」だか ら 「.楽しくな い」 とい うよ うに

い」、「で きないか ら楽 しくない」 とな り、「で きる」 ことと

びっ いて いる。特 に女子 にその傾向が強 い。

イ 質 問2で は、質問1の 回答か ら 「あき らめて しまう」 が多 いので はないか と予 測 さ

れ たが、なん とか練習 してで きるよ うにな りた いとい う気持 ちが、よ くうか がえた。

しか し、その課題解 決のための取 り組 み方 にっいては、「友人 や先生 に見 て も らう」

「人 の技 を見て」 といった、経 験や体験 を優 先 して考 えてい る回答 が圧 倒 的 に多 く、

反 面 「VTR等 の活用」 の意識 は薄 か った。

ウ 種 目選択 につ いての質問 では、「跳 び箱」 が圧倒的 に多 く、次 いで 「マ ッ ト」 であ

り、先行経 験 の差 が示 され たと考え られ る。 しか し、男子 の 「平均 台」 の希望 が 「鉄

棒 」を上 回 ったことは、未経 験 ・未体験 の学 習への期待感 を抱 いてい ること もうか が

わせ た。
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② 特性

① 一 般的 な特性

ア 器械運動 は、鉄棒 ・跳 び箱 ・平均 台およびマッ トなどの器具を用 いて、懸垂 ・跳躍 ・

支持 ・バ ランスお よび回転な どを組 み合 わせて行 う運動 であ る。

イ 自己の能力 に応 じた課題を もち、その課題 の達成 やで きばえに、楽 しさや喜 びを味

わ うことので きる運動 である。

ウ 技能内容が豊富 で、系統的で あるので、や さ しい技 か ら難 しい技 へ と発展 させ て い

くことがで きる運動 である。

工 安全 な器具 の使 い方 や補助の仕方を知 り、安全 に運動 で きる能力 が必要で ある。

② 生 徒か らみ た特性

ア 「で きた」「で きない」 がは っきりして いる。

イ 練習 によ って成功 したとき、喜 びが大 き く、新 しい技 へ挑戦 す る意 欲が出て くる。

ウ 緊張感 とともに恐怖感 が伴 い、勇気や決 断力が必要 であ る。

エ お互 いに助 け合 った り、教え合 った りしなが ら学 習で きる。

(3)指 導計画作成上 の留意点

① 学習過程 を工夫 す る。

ア 「オ リエ ンテ ーシ ョン」の指導 を重視す る。

イ ー 人一 人の習熟度や学習の スピー ド、学習パ ター ンの違 いに対応す るために、 自 己

の能 力 に応 じた学 習過程を選択 して学習 で きるよ うにす る。

② 男女 共習で行 い、 テ ィームティーチ ングを実施す ることによ り、課題 の発見 や解決 の

ために適切 な支援 ・援助を行 う。

③ 自 ら学ぶカを育て られるよ うに、VTRや 学 習カー ド、学習 資料 な どが活用で き る時

間や場所 を設定 し、 自主的 に学習す る時間を確保 す る。

(4>学 習指導 の工夫

①VTRや 学習資料等 を利用 し、運動の特性 を理解 させ、 自ら課題 をっか ませ る工 夫 を

す る。

② 学習 カー ドの活 用や、生徒 が自分 で課題を決め実施 し、結 果をみて修正す る とい う自

己評価活動 を工夫 す る。

③ 個 人差 に応 じた場 づ くりや器具 を工夫す る。 また、学 習が進む にっれて 自 ら場 の工 夫

がで きるよ うにす る。

④ 班編成 を工夫 し、互 い に協力 し、活動 できるよ うにす る。
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(5)第2学 年 器械運動

ね ら い

単元指導計画(跳 び箱、 マザ ト、平均 台)

・器械運動 の特性 を知 り、 自 ら種 目や練 習方法を選 んで楽 しく学習す る。
・自己の能力 に適 した課題 に取 り組 み、練 習の仕方 を工 夫 し、課 題 の達成 の た

め に意欲的 に学習す る。

・自己の能力 に応 じて適切 な課題 を決 め、計画 を立 てお互 いに協 力 して学 習 す

る。

・器械 ・器具 を点検 し、安全 に留意 して学習す る。

① 学習過程

12i34
;

5167 891011 12i13 1415

共通学習 個別 ・グループ学習1 個別 ・グループ学習H 個別ヴルイ 学習皿 まとあ

オ リエ

ンテ ー

シ ョ ン

1

自己の能力

を知る活動

◇評価

オ リエ

ン テ ー

シ ョ ン

2

ねらい①

ねらい② の活動

オI」・3iね らい①

☆評価iね らい② の活動
...」

刺 ・4iね らい①

☆評価iね らい②
"'の 活動

発 表

まとあ

△評価

※注

◇評価…診断的評価

☆評価…形成的評価

△評価…総括的評価

② 指導計画

時間 学 習 内 容 と 指 導 上 の 留 意 点

学

習

1 共
通
学習

1

オ リエンテーション1

・選別制の必要性と意義を知る。 ・学習のねらいと学習のすすめ方を理解する
。

・安全に留意 した用具の準備と設置の仕方を知る。 ・T・Tに よる学習のすすめ方を理解する。

2

3

学習活動
・今まで学習してきた技(3種 目)を 行い、自己の能力を確認する。

4

オ リエンテーション2

・3種 目から2～3種 目選択する。 ・自己の能力を確認 し、課題を把握す る。
・学習カー ドやVTR 、その他の資料の活用方法を理解する。 ・個別学習1の 学習計画を立てる。

学

習

2

個

星　
グ

牛
プ

学
習
1

5

～

7

☆ね らい①……今できる技で自己の課題に挑戦 して楽 しむ。

跳 び 箱 マ ッ ト 平 均 台

跳び箱の高さや向きを工夫して、

今できる跳び方のできばえを高

めて楽 しむ。

今できる技を確認 し、確実にでき

るようにしたり、技を組み合わせ

たりして楽 しむ。

平均台の高さを工夫 して、今できる

技や動きのできばえを高めたり、技

の組み合わせを工夫 して楽しむ。

☆ねらい②……新 しい技に挑戦 したり、できる技をさらに習熟 して楽 しむ。

跳 び 箱 マ ッ ト 平 均 台

新 しい技に挑戦 し、できばえを

高める。

新 しい技に挑戦したり、その技を

取り入れた組み合わせを楽しむ。

新しい技や動きに挑戦 したり、それ

らを取 り入れた組み合わせを楽しむ。

※ねらい①、ねらい②の学習計画は、自己の能力に応 じた学習計画を選択 して学習する。

(各種目や、ねらい①②に費やす時間の配分は各自で決める。)

(Dマ ッ ト、跳び箱を選択(2)マ ッ ト、平均台を選択 ③マット、跳び箱、平均台を選択

衝
)

5 6 7 5 6 7 5 6 7

マットねらい① マットねらい② 跳び箱 ねらい⑨ マットねらい① マットねらい① マットねらい② マットねらい① 平均台ねらい① 跳び箱 ねら』⑫

マットねらい② 跳び箱 ねらい① 跳び箱 ねらい② 平均台ねらい① 平均台ねらい② 平均台ねらい② 跳び箱 ねらい① マットねらい② 平均台ねらい③

個
別
グ ・

牛
プ
学
習
H

8

～

11

オリエンテーション3

。個別 ・グループ学習1の 学習計画にっいて反省 し
、

個別 ・グループ学習■の学習計画を立てる。
・今までの学習の取 り組みや、技のできばえを自己評

価 し、新たな課題を設定する。
・5～7時 間目で選択 した種目の変更 もできる

。

指導上の留意点
・自分に合った種目

、ねらい、学習計画になっ

ているかどうか観察 し、必要に応 じて助言す

る。

・練習方法や学習資料、VTR等 の活用方法が

理解できるように配慮する。

・自分の課題にあった学習の場でできるように

助言する。

・技のできばえを、お互いに教え合えることが

できるように助言する。

・T .Tの 役割を明確にし、適切に助言する。

※5～7時 間目と同 じ

鯛

誰

12

13

オ リエ ンテ ー シ ョ ン4

・発 表 にむ け、 どの 技 を行 うか決 定 す る。

・i2～13の 学 習 計 画 を 立 て る
。

※5～7時 間目と同 じ

奎
め

14

15

①学習の発表……今まで学習してきた技を発表 し、お互いを評価する。

②学習の評価 …・・学習してきたことを評価 し、学習の成果が次の学習に生かせるようにする。
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(6)実 証授業指導案(第2学 年15時 間中の7時 間 目)

① 本時のね らい

ア 自己の能力 や適性 に合 わせ た学習計画(種 目選択 とその組 み合 わせ、ね らい1と2

に合わせた課題設定)の 中で学習資料 を活 用 し、課題解決 の力 を身 にっけ る。

イ 生徒一人一入が テ ィームテ ィーチ ングにより、よ り多 くの適切 な助言 を受 け、楽 し

く意欲的 に学習す る。

ウ 安全 に留意 し、互 いに協力 ・補助を し合 い学 習す る。

② 本時 の展開

＼ 学 習 内 容 学 .習 活 動 教 師 の 働 き か け ・留 意 点

導

入

10

分

○集合、整列、あいさっ

○出欠席の確認

○学習内容の確認

○器具、用具の設置

○準備運動

04列 横隊で整列、あいさっ

○体育係が報告

○計画 した学習の道筋の中の

本時に行 う内容を確認する

○ グループで協力 して、安全

に器具を設置する

○柔軟性を高めるストレッチ

などの体操を行 う

・健康状態の観察

・本時の内容が確認できているかどうかを観察す

る
・安全 に器具や用具が設置できているか確認、指

導 ・助言する
・適切な運動をおこなっているか観察、助言す る

展

開

30

分

学習計画の7時 間 目(個 別 ・グループ学習iの3時 間目)を 学習する

〔懇1〕 ◇ 硬 幻 ◆
◎ とび箱(3箇 所)・ マ ット(4箇 所)・ 平

均台(2箇 所)の 各場 において、各自の学

習の道筋で、協力 しなが ら学習をする

◎ねらい1、 ね らい2に 合 わせた課題の解決

ができるよう工夫 しなが ら学習する

生徒全体の動きを掌握

し指導にあたる

お もにっまずいて いる

生徒 の個別指導 にあた

る

◇◆学習の課題がっかめているか観察する

◆各場を回り、練習への適切な助言、場の工夫な

どのアドバイスを行 う

◇◆器具、用具の安全にっいて配慮する

◇◆補助者の位置にっいての助言を行 う

◇見学者に対 してできる範囲で補助またはVTR

操作をするよう助言する

◇◆学習資料がうまく活用できるよう支援する

◇◆VTRが 活用できるよう支援する

◆学習課題にっまずいている生徒に対 し、適切な

助言をす る

《学習例》

★A君 ★Bさ ん

i

完個1

÷別1

華1

引
半l

l

-・一 ・{

i

年『

馨りl

l

マ ッ ト(ね らい1) マ ッ ト(ね らい1)

前 ・後転 の形 をきれ

いにする
一¢一 ●一 ●一 ●一 ●一 ●

平均台(ね らい1)

勢いをっけてできる

ようにする
一・一,一,一,一 ●一 ●

とび箱(ね らい2)

基本的な歩行ができ

るようにする
前方倒立回転とびを

4段 できれいにとぶ

8鰍 罐 繋 蟹 蔦 稀 評価,
ll合 う

後10学 習資料を見て・技のポイントをっかむ

半1欝鱗 疑 禦 鑑 認 る
10配 評価カー,に 記入 しながら、段階的に紹

を進める

ま
と

め

10

分

○整理運動

○器具、用具片付け

○本時のまとめと次時の

確認

○あいさっ

○ ストレッチで緊張をほぐす

○各グループで協力 して行 う

○本時の自己評価を行 う

○次時の課題の確認

・特に使用 した部位を十分行わせる

・評価ができているか確認す る

・全体で確認する

・健康状態を観察する
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(7)資 料

① 学 習 計 画 表(オ リエ ンテ ー シ ョ ン 〈2>用)

器 械 運 動 ・オ リエ ンテ ー シ ョン 〈2>

・選 択 種 目 の決 定

2種 目選 択 した場 合A… マ ッ ト ・跳 び箱 、B… 跳 び箱 ・平均 台 、C… 平 均 台 ・マ ッ ト

3種 目選 択 した場 合D… マ ッ ト ・跳 び箱 ・平 均 台

・私 の学 習 の 道 す じ と課 題

例 〉 ※① はね らい1、 ② はね らい2を 示 す

5 6 7 5 6 7 5 6 7 5 6 7 5 6 7 5

マツト① マ ツト② 銚び箱⑨ マット① マット① マット② マット① 跳び箱② マット① マツト① マット② 跳び箱① マ ット① 跳び箱① 平均台① マツ ト①

マツト② 跳び籍① 跳び箱② 跳び箱① 跳び箱① 駐び箱② 跳び箱① マット① マット② マット① マット② 跳び箱② マ ット② 駐び箱② 平均台② 験び箱①

Aグ ループ(生 徒 の記入 例)

5 6 7 8 9 10 11

マ ッ ト① 跳び箱① マ ッ ト② / マ ッ ト① 跳び箱① マ ッ ト道

す

じ マ ッ ト② 跳び箱② 跳び箱② マ ッ ト② マ ッ ト② 跳び箱② 跳び箱

課

題

今できる技を

もっときれい

にでぎるよう

にする

あたまはねと

びをきれいに

できるように

する

いままでやっ

た技をいきお

いをっけてやっ

てみる

回転のところ

を大きくまわ

れるようにす

る

いままででき

たものをもう
一回かん じを

おぼえる。

やったことの

ない技や、で

きない技を、

できるように

工夫する。

前方倒立回転

とびをできる

ようにする

前方倒立回転
とびをき
れいにで

首はねおき 首はねおき 前方倒立

きるよう

にする ③ 実証授業時の生徒の様子
7u鑑 隠 鍋 灘 戯

ぎポ寳 響 辱
摯

.、癖 甑

噸 撰騨 懸,
。 寓

〆

② 自己評価 カー ド例

平均 台運動 自己評価

1前 進歩行(○)

床の上でまっす ぐにできる ○

低 い平均台の上でできる ○
正 しい姿勢でで きる ○

3横 向き歩行(○)

床の上でまっす ぐにできる ○
低い平均台の上でできる ○
正 しい姿勢でできる ○

5大 ま た歩行(△)6ス キ ップ ・ホ ップ(×)

床の上でまっす ぐにできる ○ 床の上でまっすぐにできる ○
低い平均台の上でできる △ 低い平均台の上でできる ×

正 しい姿勢でで きる × 正 しい姿勢でできる ×

7正 面 とび土が り(△)8正 面とびお り(○)

床の上でまっす ぐにできる10 床の上でまっす ぐにできる ○
低い平均台の上でできる1△ 低い平均台の上でできる ○
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(8)本 時の成 果 と課題

① 成 果

ア 生 徒一 人一人が 自己の能力 に応 じて種 目を選択 し、学習を計画す る ことによ り自 ら学

ぼ うとす る姿勢が見 られ意欲的 に取 り組 んでいた。

イ ー 人一 人の習熟度や学習 ス ピー ド、学習パ ター ンで進 めて い くため、十分 な運動 量 が

確保 されて いた。

ウ 同 じ種 目を選択 した生徒がお互 いに助 け合 った り、教え合 った りす る姿 が見 られ るよ

うにな った。

工

オ

カ

キ

学 習 カ ー ドを 活 用 す る こ と に よ り、 自己評 価 活 動 に取 り組 む こ とが で きた 。

課 題 解 決 に向 けて 自 ら場 の工 夫 を試 み よ う とす る姿 が少 しず っ 見 られ るよ うにな った。

テ ィー ム テ ィー チ ング に よ って 、 安 全性 が高 ま った 。

オ リエ ンテ ー シ ョンを十 分 に行 う こと に よ り、 学 習 の流 れ が理 解 で き、 そ の 後 の課 題

解決 をす るための取 り組 みに も生 かされた。

ク 学習 カー ドや学 習資料 を活 用す ることによ り、生徒 の課題 がわか りやす くな った。 ま

た、課題解決 に も役立 った。

ケ 男女共習 で授業 を行 うことによ り、女子 に とって は男子の力強 いダイナ ミックな技 能

が、男子 に とって は女子 の柔軟性 を生 か した技能が それぞれ よい手本 とな った。

② 課題

ア 生徒一 人一人 が課題解決 に向 けて意 欲的に取 り組 むために も、 オ リエ ンテー シ ョンは

大切で あ り、更 に時間 の もち方 などの工夫 が必要 であ る。

イ 生 徒が 自 ら考えて課題解決を してい くために も、学習資料 の工夫 が必要 で あ る。(段

階的 な資料 や練習例を豊富 にす るな ど)

ウ 個別学習が中心 とな るので補助 の仕方 など安全面 の指導 を事前 に十分 してお く必要 が

あ る。

工 個人 の学習 の計 画に沿 って授業 が進む ため、種 目によって人数 の偏 りが出て しま う こ

とがあ り、教 え合 いや励 ま し合 い、補助 し合え るよ う工夫す ることが必要で ある。

オVTRの 効果 的な活 用方法 を さらに検討す る必要が ある。

力 生徒一 人一 人 に、 より具 体的な課題 を もたせ るために も、学 習 カー ドのさ らな る工 夫

が必要であ る。
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2陸 上競技

(1>意 識調査 の結果 と考察

① 意識調 査 にっ いて

ア 目的 生徒 の興味 ・関心を把握 し、選択制授 業の展 開を考 え、 自己学習能力 を高 め

るたあの指導の参考 とす る。

イ 時期 平成6年7月

ウ 対象 研究員所属校第2学 年男 女553名

② 結果(数 値 はすべてパ ーセ ン ト)

Q1あ なたがや って いて楽 しいと思、う種 目に0印 を、普通 だ と思、う種 目に は△印を、 楽

しくない と思 う種 目に は×印を記入 し、その理 由を下か ら選ん で下 さい。

ア 短距離走 イ リレー ウ 長距離走 工 障害走 オ 走 り幅 とび 力 走 り高 とび 楽 しい と答え た理由(一 番多か った理 由)

ア、短距離走……興味があ り意欲を持 って取 り組め る(23%)

45イ 、 リレー………一位 にな ると気持 ちが良 い(24%)

ウ、長距離走……気持 ちが良 い(25%)

エ、障害走………興味があ り意欲を持 って取 り組め る(19%)

30オ ・走 り幅 とび"『目標の記録を こえたか ら(21%)カ
、走 り高 とび一一一とべ たときの喜 びが大きいか ら(32%)

楽 しくないと答え た理由

ア、短距離走……不得意だか ら(19%)

15イ 、 リレー………不得意だか ら(14%)

ウ、長距離走……他の種 目より疲れ るか ら(26%)

エ、障害走………不得意だか ら(34%)

〇 二1窪躍重暮:::葎薯慧 誰;髭1
0△XO△ × ○ △ × ○ △ × ○ △ × ○ △X

Q2今 後 どのよ うな条件 が伴 うと、陸上競技 の授業 に対 して 「やる気」 が出ますか。 現

在 のあな たの体力面、技能面 を考慮 しなが ら下か ら選んで下 さい。

ア、何 度も記録測定を行い、 自己記録更新のための時閻を多 く とり、.

より高 く、よ り速 くを 目標にチ ャレンジしたい010203040

イ、自分な りの課題や 目標を達成 したい

495145冒

41
一

4141
33

36 一

勿 一31
31

一
,

23 2424

2026

2、 勿[23
20

ウ、練 習の最 中に適切なア ドバイスを受けたい

エ、自分に合 った負荷で練習に取り組みたい

オ、 それ ぞれ の基本的な練習段階の説明を うけて 、 学習 に取 り組 み

たい

カ、 自分 のフォームが分か らないので、 ビデオ等で見たい

キ、記録更新や良 いフ ォームで走れた り、跳べた りした時 に は、 ほ

めて もらいたい

ク、学習 カー ドを通 して、自分 の課題 に対す るア ドバイ スを受 け た

いo

ケ、その他

ア

,

134.8

133イ

ウ 129.2

ヱ 129
オ i15.9

カ 115.7

113.2キ

14.7ク

=互]3,3

Q3こ れか ら陸上競技 を学 習す るとすれば、種 目を選択 して行 い た いですか 。 「は い」

と答え た入 は、 どの種 目を選択 した いですか、ひ とっ選ん で下 さい。

③ 考察

は い

い い え

54%

11%

ど ち ら と もい え な い … …35%

「はい」と答えた人の種目

ア 短距離走 ・リレー

イ 走り高とび

ウ 走り幅とび

工 障害走

オ 長距離走

ア 12
,

126イ

123ウ

111

111

工

オ

アQ1で は、 長 距 離 走 以 外 は7割 以 上 の生 徒 が 「普 通 」 か 「楽 しい 」 と答 え て い る 。

「楽 しい」 の理 由 で は、「友 達 と競 え る」 「気 持 ち が よ い」 「興 味 ・関 心 が あ る」 「よ い 記

録 が 出 た 」 が 多 くな って い る。 「楽 し くな い」 の理 由 は、 ど の種 目 も 「不 得 意 で あ る 」

が多 い 。

イQ2で は、 ア、 イを あ げ た生 徒 が 多 く、 目標 や課 題 が は っ き り して い る と意 欲 的 に 取

り組 あ る こ とが うか が え る。 また 、適 切 な助 言 が欠 か せ な い こ と もうか が え る 。

ウQ3で は 、種 目選 択 に関 して は、半 数 以 上 が 「して み た い」 と答 え て い る。 ま た 、 選

択 した い種 目 はQ1の 「楽 しい種 目で あ る」 と答 え て い る もの が上 位 に な って い る。
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(2)特 性

① 一 般的特性

ア 陸上競技 は、走 る ・跳ぶ ・投 げるとい った人間の運動の基本 を なす ものを中心 と し

て、速 さと距離 と高 さを競 い合 う運動 である。

イ 個人 の体力 や能力 に応 じて記録 に挑戦 し、 それを向上 させ るところに楽 しさや喜 び

を味 わ うことがで きる運動 であ る。

ウ 自己の体 力の諸 要因を駆使 し、全力 を尽 くして競 い合 うことが楽 しい運動 であ る。

工 体力を比較的短時間の うちに高 め られ る。

② 生徒か ら見 た特性

ア 相手 と競争 した り、記録測定を行 うことによ り、 自己の能力 とその進歩 を確 か め る

ことがで き る。

イ 結 果が時間 や高 さおよび距離等の客観 的な数値 で表せ るので自分 の 目標 を もって練

習がで きる。

ウ 相 手 との能力 の差が はっき りしてい ると興味 が薄 れ る。

エ 「速 い、遅 い」 や 「跳べ る、跳べない」 な どで興味 ・関心 が きま りやす く、不 得意

な生徒 には楽 しい と思 いに くい。

(3>学 習過程 の工夫

① 自己の体力 ・適性 にあ った種 目を選択 し、その種 目の課題 を持 ち学 習活動が展開 で き

るよ うにす る。

② 自己の能力 ・適性 に応 じて学習 の道筋を立て る。学 習のパ ター ンと して は、基本 ・基

礎 の定着を図 る 「基礎 ・基本型」、新 しい技能 の定着や記録 に挑戦 させ る 「挑戦型 」、 そ

して、基礎 ・基本型+挑 戦型 の 「複合型」 とす る。

③ 学習の見通 し ・進 め方 の確認 のためのオ リエ ンテーシ ョンを重視 す る。 また、確 認 の

た めの学習 の時 間を とり、課題発見 ・学習計画立案のための活動 を行 う。

(4)課 題 の もたせ方 、解決 の工夫

① 学習 のポイ ン トや、学習 内容 ・練習例の記載 され た学習資料 を活用す る ことによ って

生徒一 人一 人が主体 的に学習計画 を立て るよ うにす る。

② 学習 カー ドを活 用 し、 自己評価 ・相互評価 によ って 自己の課題 を明確 にす る。特 に、

毎 時間の活動状況 によ って 目標記録 を修正 した り、新 たな課題 を設 定す るなどの フ ィー

ドバ ックを行 う。

③ 視聴覚機器 を効果 的に活用 す る。特 に、その場 で見 られるVTRの 使用 によ り、生 徒

一人一人 の課題 を より明確 にす る
。

④ テ ィームテ ィーチ ングによ り、課題 の発 見や解決 のために適切 な支援 ・助言 を行 う。
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(5)第2学 年 陸上競技単 元指導計画書(15時 間扱 い)共

① 学習方法
『種 目選択(短 距離走 ・障害走 ・走 り高跳 びか ら2種 目を選 し学習 す る)』 『学習課 題

を明確 に し、学 習の道筋 を立て課題解決学習 を行 う』『男女 習』

② 学習 のね らい
ア オ リエ ンテ ーシ ョンや確認 のための学 習で、陸上競技 の特性 を知 り、 自己の能 力 に

適 した課題 を明確 にす る。
イ 自己の課題解決 のめやす とす る学習パ ター ンを選択 し、学習資料 を もとに学 習 の道

筋を立 て、協力 し学習 を進 あ る。

③ 学習過程

は

じ

め

な

時間

1

2

39

104

115

126

か

?

ま

と

め

13

8

14

15

学 習 内 容 ・ 学 習 活 動

オ リエンテーション①
*学 習の見通 し・学習の進め方にっいての確認

*学 習カー ド・学習資料 ・VTRの 使用、活用方法にっいての確認

*選 択種目別のグループでの話 し合い(グ ループ内の役割分担や約束事項の確認)

*選 択種目のグループでの活動開始(準 備運動の作成)

*自 己の能力を知るために、選択種目の試しの記録をとる

*自 己の学習目標を設定する

*自 己に応 じた学習パターンを選択 し、学習資料をもとに学習の道筋を立てる

学習パターンA『 基礎 ・基本型』

技能や練習の仕方、楽しみ方の基礎 ・基本の定着を図るために、正 しい

練習方法を知 り活動をする

学習パ ターンB「 挑戦型』

新しい技能の定着や、記録に挑戦させるために、練習を工夫して活動をする

学習パ ターンC「 複合型』

学習パ ターンAと 学習パ ターンBの 複合型

選択種目1の 学習(選 択種目■の学習)

(3時 間～7時 間)(9時 間～13時 間)

学 習 計 画

課 題 発 見 ・ 設 定

学 習 計 画 の 立 案

課題解決のたあの練習

記 録 測 定

自己評価 ・相互評価

学習活動例

活 動 内 容

*自 己の体力 ・適性に応 じた学習の

道筋にそって学習を展開 していく

*課 題解決のための、練習方法や練

習内容が記載されている学習資料
を活用し練習を展開 していく

*自 己評価 ・相互評価 ・記録測定等

によって課題設定、課題修正を行

う

*視 聴覚器材の使用、T・Tの 支援

で自己の技能を確認 してい く

学習バ ターン 短 距 離 走 障 害 走 走 り 高 跳 び

基礎・基本型
クラウチ ングス ター ト・腕振

り ・腿上 げ等

柔軟運動 ・振り上げ足の練習 ・

抜き足の練習等
正 しい踏切練習 ・助走路の確

認 ・着地練習

挑 戦 型
加速走 ・バウ ンデイ ング走 ・

トレーニ ング等

3秒 でのハー ドリング。トレー

ニ ング等
空 申フォーム練習 ・トレーニ

ング等

複 合 型 基礎 ・基本型 ←→ 挑 戦 型 基礎・基本型 一 挑 戦 型 基礎 。基本型 一 挑 戦 型

オ リエンテーション②
*選 択種目1の 学習計画や取 り組みに関 しての反省をもとに、選択種目11の 学習課題
や学習計画を立てる

記録会
*記 録会の企画 ・立案 ・実施

*ル ールの確認(審 判方法の実践)

*試 しの記録 との比較をする

*技 能面での自己評価 ・相互評価をする

学習全体のまとめ
*種 目選択の目標は達成できたか

*全 体のまとめ(授 業の取 り組みに関 しての感想を発表 し合 う)

指 導 上 の 留 意 点
・学習形態にっいて理解させる

・種目の特性について理解 させる

・自己やグループの目標が明確で

あるか助言する

・能率的に動けているか助言する

・測定方法に関して助言す る

・学習パター ンをもとに
、学習の

道筋を立てさせる(学 習の道筋
の立て方にっいて支援する)

・毎時間、課題をもちなが ら学習
していくことを助言する

・学習カー ド記入の仕方にっいて、

助言する

・毎時間の学習計画と反省をチェッ

クし、助言する

・学習課題が適切であるか確認 し

助言する

・課題解決のために、適切な運動

(活動)が なされているか確認
し助言 ・支援する

・T・Tの 連携のもと、グループ

全体 ・個人の指導に配慮する

・グループ内で、お互いに協力 し

効率のよい活動ができているか

等を確認 し、不足の場合は助言
する。

・安全面を確認 し、助言する。

(器具 ・補助等の確認)

・VTR使 用、活用の助言をする

・選択種目1の 取 り組みの反省を

具体的にしているか確認 ・助言

をする

・今までの取り組みを生かせる活

動ができているか助言 ・支援す

る
・学習カー ドの利用ができている

か確認する。
・技能の上達や学習の取 り組みに

関 して部分的 ・全体的に反省 ・

評価させる。
・次の単元に生かされるように助

言する
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(6)実 証授業指 導案(第2学 年15時 間中の5時 間 目)

① 本 時のね らい

ア 各 自で選択 した種 目の習熟度 を高 あ る。

イ 自分 たちで立 て た学 習計画を実施 し、意欲的 に活動 できるよ うにす る。

ウ 器具 の設 置等の安 全 に留意 し、お互 いに助言 ・評価 し合 い、学習を進 める。

② 学 習方法

ア 短距離走 、障害走、走 り高跳 びの3種 目中、生徒選択 により、1種 目選択 し、男 女共

習 とす る。

イ 各班 で、準備運動 、主運動 、整理運動 の練習計画を立 てて行 う。

③ 学習 の展 開(15時 間中の5時 間 目)

学 習 内 容 及 び 活 動 教 師 の 働 き か け 、 留 意 点

導
・集合、整列、あいさっ、出欠確認 ・健康状態を観察する。

入 ・本時の学習内容の説明、確認 ・学習内容が、各班毎に的確に把握できている
5 。用具等の準備 かを確認する。
分 ・本時の内容を的確に伝える。

・短距離走、障害走、走り高跳びの3種 目より1種 目選択し、男女共習とする。

・各班毎に、本時の計画を確認 し、内容を理解する。(班長を中心に) T1 T2
・協力 し合い、器具等の設置を工夫 して、安全に留意して学習をする。 ・生徒全体の動きを掌 ・必要に応 じて個別の
。各班毎に分かれて、学習計画表を利用 しながら学習をする。 握 し、指導にあたる 指導 にあたる。(視

※各班毎に、 準 備 運 動(5分)

…

聴覚機器を利用する)

主 運 動(30分)

…
・学習課題がっかめて ・各 班 を ロ ー テ ー シ ョ

整 理 運 動(5分)
いるか確認をする。 ンしながら、生徒の

の中で、学習内容を計画 し、学習を進める。
・各班を回 り、助言 し

工夫の指示を行 う。

希望により、機器を

利用し、録画、再生、

短距離走の学習内容(基 礎 ・基本型)例 ・器具 ・用具の安全を 助言を行う。
基本 クラウチングスター トの構え 加速走 中間疾走 フィニッシュ 確認する。 ・個人の課題解決策を

補助運動 ・各班が、学習計画に 助言する。

展
走り高跳びの学習内容(基 礎 ・基本型)例

リズムのよい助走 正 しい踏み切 りの仕方 正しい空中フォーム

正しい着地の仕方

そって学習ができて

いるかを確認、助言

する。

・意欲を持 って練習で

きるように助言する。
・できるだけ多 くの生

・各班の班長に、計画 徒 と接し、自分の課

障害走の学習内容(基 礎。基本型)例 通 りに進んでいるか 題を解決できるよう

開
インターバルの走り型(3歩 の リズム)障 害をまたぎ越す 確認 し、助言する。 に適切に助言する。

踏切と着地の位置確認50Mを 駆 けぬけ、記録をとる ・機器の使用の仕方、

見方などを助言 し、
生徒の学習計画例

生徒が、お互いに録

40 障 害 走 画、再生などを行え

準備運動(5扮)
るよう助言する。

・ トラ ッ ク3周

・柔軟体操

分 ・抜き足と振り上げ足の練習(基 礎 ・基本型:補 助運動)

主 運 動(3紛)
・リズムに合わせて、ハードルの横で跳ぶ。(基礎 ・基本型)
・高めのハードルで練習を行う。(挑 戦型)

・ハ ー ドルの 前(0 .8M～2M)、 後(0.5M～0.8M)に 目 印

を付けて練習する。(基 礎 ・基本型)
・スピ「 ドをっけて練習(挑 戦型)

整理運動(5分 〉.
・大腿部やアキ レス腱のストレッチ

※各自の技能に応 じたパターンで練習を行う。

・本時のまとめ ・健康状態を確認する。
ま ・次時の内容説明、確認 ・生徒のよいところを認め、励ます評価をする。
と
め
。あ い さ っ ・個人カードに記入するように指示をする

。

5
・用具の片付け ・各班毎に、協力 して片付けを行 っているかを

分 確認する。
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(7>課 題 別練習例(走 り高跳 び)

A基 礎 ・基 本型 B挑 戦 型

練習例① リズムよく助走ができる。 ● ビデオを使い、助走 練習例① スピー ドに乗 った助走がで ● ビデオを使い、助走

(1)3歩 で リズ ム よ く助 走 が で き る。 の仕方を見る きる 。 の仕方を見る

※最後の3歩 で後傾姿勢を作る練 ●学習資料や学習カー (!)3歩 で リズムよく力強 く助走がで ●学習資料や学習カー

習 ドを使い助走のフォー きる。 ドを使い助走のフォー

歩行 しなが ら何度 も繰 り返す。 ムの点検 ※最後の3歩 で後傾姿勢を作る練 ムの点検

●相互評価を行う 習 ●相互評価を行う
②距離を伸ば して、 リズムよく助走 歩行 しなが ら何度 も繰り返す。
が で き る。 〔練習例〕 (2)距離 を 伸 ば して 、 ス ピー ドに乗 っ 〔練習例〕
※スピード練習 ① ハ ー ドル を置 き、3 た助走ができる。 ① ハ ー ドル を置 き、3

短 い 距 離(10～20m)の ダ ッ シュ 歩で跳び越す練習 ※スピード練習 歩で跳び越す練習
練習 ②3歩 歩行で後傾姿勢 短 い距 離(10～20m)の ダ ッシ ュ ②3歩 助走で、後傾姿
(3)助走角度を正しくとれる。 をっ くる練習 練習 勢をとり、跳び箱の
※バーに対 して正 しい助走ライン 上に乗る練習
を引き、助走の練習 練習例② スピードを生か した踏み切

り方が正しくできる。

練習例② 踏み切りの仕方が正しくで ●ビデオを使い、踏み (1踏 み切り足が、バーに対して正 し ●ビデオを使い、踏み
き る。 切り方を見る い位置で踏み切ることができる。 切り方を見る

α踏 み切 り足が、バーに対 して正 し ●学習資料や学習カー ※バーに対して踏み切り位置のマー ●学習資料や学習カー
い位置で踏み切ることができる。 ドを使い踏み切 り方 クをっけてスピー ドに乗って踏み ドを使い踏み切 り方

※バーに対 して踏み切り位置のマー の点検 切りの練習 の点検
クをっけて助走からの練習 ●相互評価を行う ●相互評価を行う

②スピー ドに乗 った助走で、最後の

②最後の1歩 で、歩幅を広くとり、 〔練習例〕 1歩 が歩幅を広 くとり、力強 く踏 〔練習例〕

後傾姿勢が正 しくできる。 ①3歩 助走で、後傾姿 み切ることができる。 ①バーを徐々に高 くし

勢をとり、跳び箱の 3歩 の助走で、力強

(3版 り上げ脚を、高 く振 り上げるこ 上に跳び乗る練習 (3)後傾姿勢を正 しく取 り、振 り上げ く踏み切る練習
とが で き る。 ② バ ー を低 く して 、3 脚を高 く振 り上げることができる。 ②7歩 助走で、最後の

歩の助走で、 リズム 1歩 で後傾姿勢をっ

よく踏み切る練習 くる練習

③7歩 助走で、 リズム 練習例③ 空中フォームが正 しくでき ③助走スピー ドをっけ
よく跳び越す練習 る て、正 しい位置での

練習例③ 空中フォームが正 しくでき ● ビデオを使い、空中
　

(1)バーに対 して振り上げ脚をすばや 踏み切り方の練習
亙 フ ォ ー ムを 見 る く高 く引き上げると同時に両腕を ●ビデオを使い、空中
(Dバ ーに対して振り上げ脚を高 く引 ●学習資料や学習カー 上方に引き上げるようにして越す フ ォ ー ムを 見 る

き上げることができる。 ドを使い空中フォー こ とが で き る。 ●学習資料や学習カー
ムの点検 ドを使い空中フォー

●相互評価を行う ムの点検

●相互評価を行う
② ベ リー ロー ル で は、 バ ー に対 して 〔練習例〕 ② ベ リー ロ ー ルで は、 頭 と肩 が バ ー

横転 しながらできる。 ① ハ ー ドル を 置 き、3 の上に上がったら、頭と肩を下方 〔練習例〕

歩で跳び越 し、180 に回 し、振り上げ脚をバーにかぶ ①二人組で、振り上げ

度回転する せるようにして越すことができる。 脚の練習
②二人組で、振り上げ ②ボールを吊るし、振

脚の練習 ○はさみ跳びでは、振り上げ脚がバー り上げ脚の練習
○はさみ跳びでは、振り上げ脚がバー ③マットの横に立ちそ を越えた瞬間ななめ後方へけり返 ③マットの横に立ちそ
を越えた瞬間ななめ後方へけり返 の場での跳び越 しの し下にある踏み切り脚の膝を曲げ の場での跳 び越 しの

し下にある踏み切り脚の膝を曲げ 練習 て、半円を描 くように引き上げる 練習
て、半円を描 くように引き上げる ④3歩 助走で、リズム こ とが で き る。 ④スピー ドをっけた助
ことができる。 よく跳び越 しの練習 走で、自己の記録へ

⑤自己の記録を目標に の挑戦をしながら、

置 き、空 中 フ ォ ー ム 空中 フォームを正す

を正す練習 練習例④ 着地の仕方が正しくできる。
.

練習
練習例④ 着地の仕方が正 しくできる。 ● ビデオを使い、着地 (1)はさみ跳びでは、バーに対 して正 ● ビデオを使い、着地
(Dは さみ跳びでは、バーに対 して正 の仕方を見る 対 し踏み切 り足で着地ができる。 の仕方を見る
対 し踏み切り足で着地ができる。 ●学習資料や学習カー ●学習資料や学習カー

ドを使い着地の仕方 ドを使い着地の仕方
を点検 を点検
●相互評価を行う ●相互評価を行う
〔練習例〕 ② ベ リー ロ ー ルで は、 振 り上 げ脚 と

② ベ リー ロ ー ルで は、 振 り上 げ脚 と ①マットの横に立 ち正 両手で、着地ができる。 〔練習例〕
両手で、着地ができる。 しい着地の仕方を練 ① マッ トの横に立ち正

習 しい着地の仕方を練

習
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(8)本 時の成果 と課 題

① 成果

ア 生徒一人一 人が、 自 ら種 目を選択 し、学習計画を立て る ことで意欲的 に取 り組 ん で

いた。

イ 班 の中の生徒 の計 画 した学習 に基づ いて、一人一 人が課題 を持 って学習 で きた。

ウ 班内 で、お互 いに協力 した り、助言 し合 いなが ら、学 習を進 め ることがで きた。

工 学習評価表 によ り、班 ・個人 で学習活動 につ いて再度振 り返 ることが
、次へ の意 欲

にっ なが った。

オ 学 習資料 や学習 カー ドを活用す ることによ り、課題解決 の きっかけがっかみや す く

なった。

カ ティームテ ィーチ ングでのお互 いの動 きで、位置 の取 り方を工夫す ることに よ って

きめ細 かい助言を行 うことがで きた。

キVTRを 使 用す ることで、生徒一人一人 の課題 が よ り明確 にな った。

② 課題

ア オ リエ ンテー シ ョンにっいて は、 さ らに工夫 が必要 であ る。特 に学 習指導 計画 の 中

で、 どの時間 に実施す るかが大切であ る。

イ 学 習 カー ドの利用の仕方 につ いて は、個人 ・班 での事後評価 には大切 なので さ らに

活用 の仕 方を工夫 させ る必要があ る。また、保管 の仕方 や活用方法 にっいて も十分 な

指導 が必要 であ る。

ウ 自 ら進 んで学 習す る習慣 を身 にっ ける ことが、学習 に対 す る充実感や意欲 、成 就 感

にっ なが るので、意欲 的に学習 を進 め られ るよう、認 め、励 ます助言 ・支援 が必 要 で

あ る。

工 授業 の中で、お互 いに教え合 う場 の設定 に対す る助言が必要 であ り、単 に計画 した

内容 を こな して い くだ けの学習 とな らないよ うに して い くことが大切 であ る。

オ それぞれの班 の学 習計画 の進 み具合を、常 に把握 し、助 言を行 うとと もに、必 要 に

応 じて、個人 または グループに指導 したり考 えた り しなが ら、多 くの生 徒 と接 す る こ

とがで きるよ うに、 テ ィームティーチ ングにお ける各教 師側 の役割分担 を考え る必要

があ る。
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3球 技

(1)意 識 調 査 の 結 果 と 考 察

① 意識調査について

ア 目的:生 徒の興味関心を把握し、選択制授業の展開を考え、楽しく意欲的に学習に取り組み、自己学習能力を高めるたあの指導の資

料とする。

イ 時期二平成6年7月

ウ 対象=研 究員所属校 第2学 年男子312名 女子257名 合計569名

② 結果

Ql・ 球技の授業で醐 を選んで行うとしたら・どの醐 を醗 ますか・
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ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

男子

23.1%

5.5%

25.9%

5、8%

3.4%

2.8%

3.1%

13.4

女 子

26.4%

1.3%

2.5%

20.8%

14.5%

33%

23.7%

7.5%

合 計

24.8%

3.4%

19.2%

13,3%

9.0%

3.2%

13.4%

10.5%

Q2.授 業中に楽 しいと感 じる時 はどん な時 ですか。

ア、自分で課題を持 ち、課題が解決 したとき

イ、友 達同士で協力で きたとき

ウ、ゲ ームが うま くで きた とき

エ、男女が仲良 くで きた とき

オ、先生 や友達か らほめて もらえたとき

男 子

9.2%

33.O%

45.9%

4.1%

7.8%

ア

イ

ゥ

ェ

オ

カ

キ

ク

10 20 30 40(%)

女子

11.8%

40.8%

34.O%

8.0%

5.4%

Q3.授 業中楽 しくないと感 じる時 はどん な時ですか。(3っ 回答)

ア、基礎練習ばか りで ゲームがで きないとき

イ、ゲ ームに負 けたとき

ウ、ゲ ームが うま くできなか ったとき

エ、男女が仲良 くで きない とき

オ、先生や友達か らほめて もらえないとき

カ、チーム ワークが悪 いとき

キ、 うまい人だ けで ゲームを進 めているとき

ク、ボール等が当た って痛 いとき

ケ、疲れ るか ら楽 しくな い

コ、 目分が中心で活躍で きないとき

サ、友達に 自分の ミスを責め られ たとき

シ、毎時間ゲ ームばか りして いるとき

男 子

15,9%

12.7%

3.2%

4.2%

L3%

2Ll%

16.6%

3.0%

O.9%

1.7%

ヱ7.2%

2.2%

Q4.ど うすれば授業が楽 しくなると思 います か。(3っ 回答)

女 子

14,8%

9.5%

1.9%

3.6%

1.1%

25.1%

22.3%

2.6%

2.4%

α3%

ヱ4.3%

2.1%

ア、基礎練習を徹底的に して技能をみん なが身 につ ける

イ、ゲ ーム中心の授業をす る

ウ、で きな い原因を調査 し、友達同士で ア ドバイス しあう

エ、男女が仲良 くで きるよ うに工夫す る

オ、カ ー ドを作 り、ひ とっひ とっの技 をチェ ックし、で きない

技 の理由を知 る

カ、チームワー クを よくす るため、班編成を工夫す る

キ、 うまい人だけでゲームを進めな いようにす る

ク、ボール等 が当た って痛いので、 ボールを柔 らか い物 にす る

ケ、運 動量が多 く疲れ るのでゲ ームの時間を短 くす る

コ、誰 もが中心 になれるよ うに、班の編成や人数を工夫す る

サ、互いに ミスを指摘 しない雰囲気を作 るように工夫す る

シ、錘時間ゲームだけでな く、技能向上の時間 を入れ る

ス、VTRを 利 用 して、技能やゲ ームの進み方の参考にす る

セ、自分の課題 にあ った練 習をす る時間を設定 して学習す る

男 子

5.8%

12.2%

12.6%

1、7%

1.4%

14.5%

13.1%

1,1%

1.2%

9.9%

13.5%

3.2%

3、6%

6.2%

合計O

io.5%ア

36.9%イ

40.0%ウ

6.1%エ

6.6%オ

10 20 30

0合 計

15.4%ア

11,1%イ

2.6%ウ

3.9%エ

L2%t

23.1%カ

19.5%キ

2.8%ク

1.7%ケ

1.0%コ

15.8%サ

22%シ

10 20

40(%)

30(%〉

0女 子 合 計

3.5%4.7%ア

6.6%9.4%イ

16.6%14.6%ウ

3.3%2.5%エ

2.3%1.9%オ

17.5%

15.9%
0.4%

1.7%

14.2%

10.0%

2.7%

0.6%

4.7%

16.G%

正4,5%

0.8%

1、5%

12,1%

1L8%

3,0%

2,1%

5,5%

ヵ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

10 20(%)

③考察

ア 種 目の選択 にっいてはバスケ ッ トボールの男女、サ ッカーの男子 は大 きな数値 が出てお り、人気があるスポー ッといえ る。 この こ と

は、日本 のスポー ッ界の流れの影響を強 く受 けてい ると思われ る。バスケ ッ トボールを選ぶ生 徒は男女と もに同 じように大 きな数 値 が

出ているが、サ ッカー ・バ レー ボール ・バ トミン トン ・ソフ トテニスは男女で大 きく違 い正反 対の数値が出て いる。バスケットボール ・

卓球 を除 き、選ぶ段 階で大 きな男女差が生 じて いる。

イ 授業rl」楽 しいと感 じる時は、友達同士で協力 してゲームが うま く進 め られたときである。また、自分 の課題 が逢成 され た時 も大 きな

満足感 を得ることがで きる。

ウ 授業 中楽 しくない と感 じる時は、チ ーム ワークが悪 くうまい人だけでゲームを進 めている時であ り、加えて自分の ミスが責 め られ た

時で ある。また、ゲームの勝 ち負け も精神的に大 きな影 響を与えている。

エ 授業 を楽 しくす るには、お互いに ミスを責め合 うことな く励ま し合えるチームに してい く(作 ってい く)こ とが第一であ る。 ま た、

そのチームの中で も誰 もが中心 とな りゲ ームを進めていけ るとい うこと も望まれる。 さ らに、個人個人 の技能 的な面で も、 うま くで き

ない原因 を明確 に した上で、お互いに研究 し合いなが ら解 決 してい くこと も重要 な点 である。
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② 特性

① 一般 的な特性

ボールを中心 と し、得点 を競 い合 って互 いに競争す る。個人で も集 団で もボールを媒

介 として楽 しむ ことがで きる。 また、集団で攻防を楽 しむ ことや勝 敗の結果 に一喜 一憂

した りス リルを味 わ うことがで きる。

ア バ スケ ッ トボール

走 ・跳 ・投 と多様 な能力が必要 とされ る。バスケ ッ トゴールが頭上 に あるため、 得

点 す ることが容易 でないことと攻防が激 しく入 り乱 れて行 われ るため生 徒の興味 関心

が高 い種 目の ひとっ である。

イ サ ッカー

主 に足を使用 して のゲ ームであ る。22人 と多数 で楽 しむ ことがで きる。得点 す るた

めに は、 ドリブルや シュー ト等 多 くの技能 や集中力が必要 とされ るため、楽 しさや喜

びの多い種 目であ る。

ウ バ レーボール

ネ ッ トを挟 み互 いに向かい合 って決 め られた回数で相手 コー トにボールを打 ち返 し

得点 を競 う種 目であ る。パ スやスパ イク等様 々な攻撃 スタイルが あ り、生徒 の工 夫 次

第 で スピー ドと変 化のあ るゲームを生み出す ことがで きる。

② 生徒 か ら見 た特性

大変楽 しく生徒 の人気 の高 い領域 である。一人一人の力量 が大 切で ある と同時 に、集

団 の心 の通 い合 いが勝敗 に影響す るため、 チームワークも大切 とな る。

(3)指 導計画作成 にお け る基本的 な考 え方

① 仮説 ・ア ンケー トよ り、生徒一人一人が楽 しく学 習す ることができる指導計画 とす る。

② 生徒一人一人が 自分 の特性や適性を考 え、生徒 が主体 とな ってチー ム作 りをす る。

③ 生徒が主体 とな って練習計画 や練習方法 を考え、取 り組 め るよ うにす る。

(4)学 習過程 の工夫

① 生徒 自身で学習 の道筋を選ぶ ことにより、楽 しく生 き生 きと主体 的に学 習 に取 り組 む

ことがで きるよう配慮 した。

② 授業の中で生徒が互 いに話 し合 い、3っ の練習パ ター ンの中か ら個 人的技 能 と集 団的

技 能を 自由 に選ん で練習で きるよ う配慮 した。

③ 生徒が立て た課題 に沿 って練習 し身に付 けた ことにっ いて 「た しかめ る」時間を途 中

に設定 した。

(5)課 題 の もたせ方、解決 の仕方の工夫

① 学習 カー ド1・]1・ 皿により、今 もってい る力 を確認す る。 そ して 、何 が 自分 の課 題

かを発見 させ る。

② 学 習 カー ド1・ll・ 皿を資料 と して 自分 やチームの課題 にあ った練習方法 を 見っ け、

生 徒 自身で解決 のた あの工夫 を させ る。

③ 各 チームの レベ ルに合 わせて、ルールや練習場所の工夫を し、練習す ることによ り課

題 をよ り早 く解 決 させ る。
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(6>選 択制 「球技」指導計画(第2学 年)(20時 間扱い)

① 学習方法(男 女共習、領域内生徒選択)

球技の中から生徒ア ンケー トにより、バスケットボール ・サッカー ・バ レーボールの3種 目の中か ら1

種 目を選択 し学習す る。

② 学習のね らい 課題を見っけ、楽 しく意欲的に練習 ・ゲームをする。

ア

イ

ウ

エ

今もっている力でゲームを楽 しむ過程で、球技の特性を知 り、自分やチームの課題を見っける。

学習カー ドを通 して課題解決の仕方を見っけ、練習の中で確かある。

個人的技能を高めるとともに、集団的技能の練習をし、作戦を工夫 してゲームを楽 しむ。

これまでに習得 した攻防の力を生かしなが ら、高まった力で各球技のリーグ戦 ・対抗戦を行 う。

③ 学習過程と学習内容 ・活動

は

じ

め

1

[オ リエンテーション]① 学習内容

☆ねらい、学習の進め方、学習カー ド、種目の特性、チーム編成 と目標

②学習活動

☆学習のねらいを知 り、見通 しを持っ。☆自己の目標を立て、学習カー ドへ記入する。

☆チーム作りの話し合いをした上でチームを作 り、役割分担をする。

な

か

ね

ら

い

ー

2

1
3

1【ねらい①】1今 もっている力でゲームを楽しむ過程で、球技の特性を知 り、自分やチームの課題を見っける。

[試 しのゲーム]① 学習内容

☆個人やチームの目標の設定☆ルールの確認

②学習活動

☆ゲームを行う中で課題の確認をしカードに記入する。☆自己評価、チーム評価をしカードに記入する。

ね
ら
い

2

ね
ら
い

3 4

9

[学習 カー【ねらい②】 ドを通 して課題解決の仕方を見っけ、練習の中で確かめる。

【ねらい③】1個 人的技能を高めるとともに、集団的技能の練習をし、

[個人的技能の練習、集団的技能の練習、ゲーム]

①学習内容

☆個人の目標の設定 ☆個人の課題練習 ☆チームの作戦や目標の設定

☆チームの課題練習 ☆ルールの確認

②学習活動(例:バ レーボール)

ア、次のパターンの イ、練習の内容、方法は学習資料を参考にして各チームで検討 し決定する。

中から一っ選択 し練 ※Cパ ターンを選んだチームの練習例

習計画を立てる。 直上オーバーハ ンドパス→サービスレシーブフォーメーション→フローターサービス
→…中間のまとめ…というように進める。

1

作戦を工夫 してゲームを楽 しむ。1

ABC 個人的技能〈難易度別〉 集団的技能〈難易度別〉

4

16

個 集 個
入 団 人
的 的 的
技 技 技
能 能 能
↓ ↓ ↑↓
集 個 集

団 人 団
的 的 的
技 技 技

能 能 能

1 2 3 1 2 3

・直上 オーバーハ

ン ドパ ス

・直上 アンダーハ

ン ドパ ス

・その場踏切の ス

パ イク

・ア ンダーハ ンド

サー ビス

・対人 オーバ ーハ

ン ドパ ス

・対人 アンダーハ

ン ドパス

・2歩 助走でのス

パイ ク

・フロー ターサー

ビス

・スパイクへのオー

バ ーハ ン ドパス

。サ ービス レシー

ブ

・3歩 助走でのス

パイ ク

・オーバーハ ンド

サー ビス

●サー ビス レシー

ブフオーメーショ

ン

・レフ トオープ ン

からの攻撃

・サー ビス レシー

ブの攻撃

・チャンスボール

か らの攻撃

・スパ イク レシー

ブフォーメーショ

ン

・セ ンターか らの

攻撃

・2段 攻撃

・サー ビス レシー

ブか らの攻撃

。バ ックカバーか

らスパイクレシー

プ

・コンビネー ショ

ンの攻撃

・3段 攻撃

・スパイ クレシー

プか らの攻撃
10 中間 のまとめ

ウ、ゲーム…チームの課題練習をする。チームの課題に見合った簡易ルールを作り、楽 しくゲームをする。

10 [中間のまとあコ目標 ・課題にそって評価をし練習内容、方法を再検討する(VTRの 視聴)

11

「

16

※4～9時 間に同 じ

ま

と

め

ね

ら
い

4

17

20

i・れまでに習得 した攻防の力を生かしなカ・ら、高ま・た力で各球技のリーグ戦 ・対抗戦を行う.1【ね らい④】

[ま とめのゲーム]① 学習内容

☆ リーグ戦、 トーナメント戦、ルールの確認

(個人やチームの課題に見合ったルールをチーム同士で話 し合 って決める。)

②学習活動 ・学習のまとめ

☆ゲームビデオの鑑賞、目標、課題にそって自己評価、相互評価をし合い、学習カードに記入する。

(自己 ・チーム・総合)☆ 授業の感想を相互に発表 し合 う。
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(7)実 証 授 業 指 導 案(20時 間 中 の7時 間 目)

本時のねらい
・学習カー ドを利用 して個入やチームの課題解決の仕方を学習する。

・班長を中心に練習方法を決定 し互いに励ましあい、安全に留意 し楽 しく学習する。

・作戦を立てゲームを楽 しむ。

学 習 内 容 お よ び 学 習 活 動 教 師 の働 きか け ・留 意 点 評 価

集合 。整列 ・あいさっ ・出欠席確認をする。 健康状態を観察する。 健康状態を把握して

導 い るか 。

学習内容を確認する。 本時の流れを説明する。 学習内容を理解して
入 い るか 。

10 班長を中心にチームごとに種目の特性 を生かした準備運動 しっかり行っているかを確認する。

を行う。 T1全 体の流れの確認 と指導をする。

分 T2班 長の指導と班の課題を指導をする。

用具の準備をする。 T3個 別に課題に対する指導をする。 協力し準備できたか。

学習カー ド1を 参考にしながら課題を確認 し合 う。 前時の反省 ・感想をふまえて考えさせ、

話 し合いをする。

それぞれの班は班長を中心に本時の練習内容を考える。 的確な課題をっかんでいるか確認 ・点 課題が明確にっかめ
(学習資料より選択) 検をする。 て い るか 。

チームごとに本時の目標を記入させる。 練習内容にっいてのアドバイスをする。 練習内容は的確か。

班に分かれて学習資料を利用 しなが ら練習をする。 各種目を見て回り声かけ、アドバイス、

15分 技能指導をする。

展
個人技能の練習例(サ ッカー) 練習が円滑に行われるよう支援す る。

123 学習資料を活用して
・ ジ ャ ッ ク リ ン グ ・キ ッ ク 。 トラ ップ ・8の 字 ドリ ブル

練習中安全に留意するよう声をかける。 練習しているか。
。キ ッ ク ・移 動 パ ス ・1対1の ボール キープ

・ ド リブ ル シ ュー ト 。ワン トラップ シュー ト ・ノー トラップ シュー ト
練習に必要な物がある場合、班長に確

・ヘデ ィ ングシ ュー ト ・ノー トラップ シュー ト ・セ ンタ リングか らホ レー
認 し、準備する。 自 己 ・チ ー ム の 課 題

・フ ェ イ ン ト ヘ デ ィング シュー ト
解決に向けて工夫し

開
個人的技能 。集団的技能の練習はチー

て練習 しているか。

集団技能の練習例(サ ッカー) ムごとに話 し合いを し、練習例を参考

123 に して練習を行わせる。攻 ・守とも難

3対1・ ス ルー6壁 パ ス2対 藍・ス ルー ・壁 パ ス4対2● ス ル ーパ ス 易度別になっている点を考慮 して無理
●サ ポ ー ト ・カ バ ー ・壁 パ ス のないよう配慮する。
・カ バ ー ・オ ーバ ー ラ ップ ・カ バ ー

2対2・ ス ルー ・壁 パ ス3対3・ サ ポ ー ト ・オー バ ー ラ ップ

35

・マ ン ツ ー マ ン ・マ ンツ ー マ ン3対3・ ワンスリーリターン

・ク リア ・プ レ ッシ ャ ー ・スペ ー スマ ー ク

5対5・ スロ ーイ ンか ら5対5・ コ ーナ ー キ ック 。ワンサイ ドカット

互いに励まし合 って

練習 しているか。

リス ター ト5対5・ スロー イ ンか ら

リス ター ト

Cパ ターンを選んだチームの練習例 各種目を見て回り、練習の成果がゲー
・トラップ練習→ シュー ト練習 ムで生かせるよう声かけとア ドバイス
・シュー ト練習→ ワンツーパ ス→ インサ イ ド・イ ンステ ップ シュー ト練習

を す る。
。イ ンサイ ド・イ ンステ ップ シュー ト→ セ ンタ リングか らボ レー ・ヘデ ィ ングシュ ー ト

・1対1の ボールキープ→4対2の 攻防→ ノー トラップ シ ュー ト→ ス ローイ ン

分 か らリス ター ト→壁パス ・スルーパス(2対2)

各種ゲーム

バ ス ケ ッ ト サ ッカ ー バ レー ボー ル 各種目にっいてチームの目標通 りに試 楽 しくゲームが行わ

7分 間のゲ ーム 14分 間の ゲーム 7分 間のゲー ム 合が展開されているか等、ア ドバイス れているか。

を行 う。 を 行 う。 を 行 う。 を す る 。 各 チ ー ムの レベ ル に

(計2ゲ ー ム) (計1ゲ ー ム) (計2ゲ ー ム) 応 じてルールを工夫

してゲームを してい

学習カー ド∬に記入をする。 適切な記入がされているか確認 し、ア る か。

ドバ イ ス をす る。

整理運動 特に使った部位を十分に行わせる。
ま 本時のまとめ 健康状態を確認する。 個人の課題 ・グルー
と
め
班 ノ ー ト 。学 習 カ ー ド1に 記 入 す る。 まとめ ・評価について助言する。 プの課題について練

5 次時の確認をする。 習できたか。自ら進

分 あいさっ んで学習できたか。

片付け
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(8)資 料

班 ノ ー ト

種 目

班

班目標

班 員

[=1
[一口

班長 7

2 8

3 9

4 10

5 11

6 12

学習の道筋 パ タ ー ン

練習計画

1時問目 オ リエ ンテー ション 10時間 目 中間のまとめ

2～3時 問 目 試 しのゲーム 11時間 目 個人的技能 ・集団的技能

4時 問目 個人的技能 ・集団的技能 12時間 目 個人的技能 ・集団的技能

5時問目 個人的技能 ・集団的技能 13時間 目 個人的技能 ・集団的技能

6時問目 個人的技能 ・集団的技能 14時間 目 個人的技能 ・集団的技能

7時 問目 個人的技能 ・集団的技能 15時 間 目 個人的技能 ・集団的技能

8時 間目 個人的技能・集団的技能 16時 間 目 個人的技能 ・集団的技能

9時 問目 個人的技能・集団的技能 17時 間 目～ まとめのゲ ーム

購1月 日o校 時1時間1時 間目1記入者1

今日の課題

と達成度 達成度

今日の活動予定

時間の流れ'

に沿って個

人または集

団の練習内

容を記入す
る ,

O集 合、整列、あいさっ、出欠確認

学習内容の確認、準備運動、用具の準備
10

30

45

50

ゲーム

整理運動、班 ノー ト・学習 カー ド1の 記入、次時 の確認

あい さつ、用具の片付け

ゲームの

結果と反省

対戦相手
反省

ス コ ア ()一()

対戦相手
反省

ス コ ア ()一()

対戦相手
反省

ス コ ア ()一()

活動の評価

お互いに協力して準備をする 話し合いが円滑にできる

お互いに協力して練習をする 声かけやアドバイスをし合う

お互いに協力して片付けをする 楽 しくゲームをす る

今日の感想

と

次回の課題

評価のめやす たいへんよくできた…Aで きた…Bあ まりよくできなかった…C

学 習 カ ー ド1 種目

2学年 組 番 氏名

班

個人的技能の練習(例:バ スケットボール)

1 2 3

4角 パ ス ボールな しの1対1 1対1の カ ッ トイ ン

シュ ー ト

ゴール下の リバ ウン ド ランニ ングシュー ト 3M地 点でのジヤンプ

シュ ー ト シュ ー ト

フ リー ス ロー 3ポ イ ン ト内での ハ ー フ コー ト1対1

1対1の 攻防

ド リブ ル シ ュー ト オ ー ル コ ー ト オ ー ル コ ー ト1対1

ドリブル

シ ュ ー ト

1・e己の目標[======コ
2.今 日 の 課 題 と 達 成 度 たいへんよくできた…Aで きた…Bあ まりよくできtib・っ自…c

時 課 題 達成度 時 課 題 達嘆度
1 11

2 12

3 13

4 14

5 15

6 16

7 17

8 18

9 19

10 20

3.課 題 へ の 取 り組 み 方 たいへんよくできた…Aで きた…Bあ 劫 よくできt;Siった…c

集団的技能の練習(例:バ スケットボール)

1 2 3

ハ ー フ コ ー ト2対1 ハ ー フ コ ー ト3対3 オ ー ル コー ト3対3

マ ンツーマ ンで守 る マ ンツーマ ンで守る

ハ ー フ コ ー ト2対2 ハ ー フ コ ー ト5対5
オ ー ル コー ト5対5

マ ンツーマ ンで守 る マ ンツーマ ンで守 る

ハ ー フ コ ー ト3対2 ハ ー フ コー ト5対5 オ ー ル コ ー ト5対5

からの速攻 ゾー ンで守 る

課 題 工 2 3 4 5 6 7 8 9 10工1 1213 14 15 161? 18 1920

楽しく意欲的に取り組む
.

課題に適した練習を創意・工夫する
1

学習資料や学習カードを活用する

ア ドバイスや声かけをす る

安全に留意して取り組む

4.授 業 へ の 取 り 組 み 方 たいへんよくできた…Aで きた…Bあ まりよくできなか・た…c

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12工3 14 1516 1? 18192Q

自主的に協力して準備や片付けをする

臼ら進んで練習する !

積極的に話し合いに参加する 1 「

5.今 日の総合評価 たいへんよくできた…Aで きた…Bあ まりよくできなかった…C

1 2 3 4 5 6 7 8 Ig}1011 12 13 1415 16 1718 19 201
自己評価 lI 1
仲間からみた評価 1 口 1 1
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学 習 カ ー ド皿 バ ス ケ ッ トボ ー ル

2年 .組_番 ・氏名

①チ ェス トパ ス
月 日

3mの 感覚で1人 で何回パスができたか

5mの 感覚で1人 で何回パスができたか

7mの 感覚で1人 で何回パスができたか

② ドリブル
月日

ドリブルで25mダ ッシュが何秒か

③セ ッ トシュー ト
月日

フ リース ロー ライ ンか ら10本 巾何本はい ったか

④ ジャンブ シュー ト
月日

フ リースロー ライ ンか ら10本 中何本はい ったか

角度0度 でフ リース ロー ライ ンか ら10本 中何本

⑤ ドリブル シュー ト
月日

10本 中何本はい ったか

⑥ ラ ンニ ング シュー ト
月日

10本 中何本 はいったか

⑦ リバ ウン ドシュー ト
月日

20秒 間に何本 はいったか

⑧ チェス トパ ス
月日

足を交互に踏み出してパスすることができる

10本の指を開いてパスすることができる

肘を伸ばしてスナップがきき指先全体でバ スしてい
る

指手の胸に正確にパスしている

⑨4角 パス
月日

正 しい コー スを速 く走 りパ スす るζとがで きる

ボールサイ ドの足でキ ャッチ し トラベ リング しない

でパスがで きる

⑩ ドリブル
月日

移動 中フロ ントチ ェンジができる

ボールを見ないで ドリブルができる

⑪ セ ッ トシ ュ ー ト
月 日

リングに正対 し肩幅で立ち正 しい構えで シュ ー トが

で きる

シュー ト後肘が伸び手首が返 っている

シュー ト後 シュー ト前と同 じ位置に立 っている

⑫ ジャンプ シュー ト
月日

リングに正対 し肩嘔で立ち正 しい構 えで シュー トが
で きる

シュー ト後肘が伸び手首が返 って いる

シュー ト後 シュー ト前 と同 じ位置 に立 って いる

ジャ ンプの最高点で空中 に止 まって シュー トが で き

る

⑬ ドリブルシュー ト
月 日

最大ス ピー ドで シュー トす る

シュー ト後肘が伸び手首が返 っている

ジャンプの最高点で空中に止ま って シュー トがで き

る

⑭ ランニ ングシュー ト
月 日

最大ス ピー ドで シュー トする

シュー ト後肘が伸び手首が返 って いる

ジャンプの最高点 で空 中に止 まって シュー トが で き

る

⑮ リバウ ンドシュー ト
月日

最高点でボールをっかみ着地後ボールを下に下げな
い

リングに45度 に正対 し、肩幅で ジャンプ し、 正 しい

構 えで シュー トで きる

シュート後肘が伸び手首が返っている

ジャンプの最高点で空中に止ま って シ昌一 トがで き

る

ターンシ昌一 トがで きる

①～⑦までは回数 ⑧～⑮まではよくできた ○

あまりできなかった…△

できなかったx

※個人的技能の練習時にそれぞれの技能に合わせてチェックをする

例 ⑬ ドリプルシュート

最大スピードでシュートができるか→○△×
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(9)本 時の成果 と課題

① 成果

ア 生徒 が 自 ら学習過程を選択で きるように したところ、自分(チ ーム)の ペースに合 っ

た学 習が可能 にな り、個人 やチームの課題 の発見 が容易 にな り、課 題 に対 して楽 し く

意欲的 に取 り組む よ うにな った。

イ 学習過 程を 自由 に選 択 させ ることで、生徒 は自 ら課題 をみつ け解 決 して い く道筋 を

選 べ るよ うにな り、授 業 に対 す る生 徒の意欲 ・関心 を高 め るために は大変有 効 であ っ

た。

ウ 学習 資料 や学 習 カー ドの内容 を工夫 して効果的 に活用 させ る ことによ って、課題 解

決 に向 けて 自主 的な学 習活動 がよ り活発 に行われ るよ うにな った。

工 学習過程 の中間にVTRを 活用 した評価活動を取 り入れ る ことによ って、その後 の

学習活動 がよ り意欲 的にな り、自 ら学 ぼ うとす る姿勢が顕著 にみ られるよ うになった。

オ ルールを工夫 してゲー ムを行 ったと ころ、一人一人の活動が よ り活発 にな り、 そ れ

によって男女差 や個人差 によ る問題 をかな り解消 できるよ うにな った。

カ ティームテ ィーチ ングを実施す る ことによって、教 師相互 の生徒 やチームに関す る

情報 交換 が行 われたので、生徒 の能力や適性等 に応 じて適切 な支援 ・助言 が行 え る よ

うにな った。

キ テ ィー ムテ ィーチ ングを実施す ることは、適切 な機会 に個 に応 じた支援 ・助言 を行

うことがで きるよ うにな り、生徒 の学習意欲 や学習効果を高める うえで大変有効であ っ

た。

② 課題

ア 選択制 の授業 で.は、意識調査 の結果 を十分考慮 に入れ なが ら生徒 や学校 の実態 に即

した種 目の設定 を検討 す る必要 があ る。

イ 集団技能 の練習 を高 め る段階 において は、施設 ・設 備面 で不十分 な点 も考 え られ る

ため、場 の工夫 など各 チーム同士 による事前の打 ち合わせが不可 欠であ る。

ウ 自己学習能力 を高 め るたあには学習資料 や学習 カー ドを効果的 に活用す る ことが大

切 であ り、資料 は練習内容や方法 など、生徒 が 自分 の能力 や適性 等 に応 じて自由 に選

択 で きるよ うな幅広 い内容の ものを考 え る必 要があ る。

工 校庭 と体育 館で3種 目を同時開設 す るので、教 師相互 の連絡 や情報交換を密に して、

安全 に留意 しなが らお互 いの役 割分担 や生徒 への支援 ・助言 の仕方 な どを工夫す る必

要 があ る。

オ 生徒 が 自 ら課題 を発見で きるよ うに、学習過程 のなかで適切 な機会 に評 価活動 が行

われ るよ う配慮 す る必要 があ る。
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IVま とめと今後の課題

1研 究の まとめ

生涯学 習社 会の中での学校教育 においては、①基礎的 ・基本的な知 識や技能を身 につ け さ

せ る こと②学習 への関心 を もたせ、意欲を育て る こと、③学 習の進 め方や学 習の方法 を しっ

か り習得 させ る ことが重要 である。

今年度 の研究 では、「器械運 動」「陸上競技」「球技」の3分 科会 に分 か れ、 生 徒 の意識 調

査 を基 に、選択制授業 や指導計画 の工夫を して きた。特 に、学習過程 や学習 資料 の工夫 にっ

いて、実証授業 を通 して研究 を進 めた。

実証授業 では、今 までの教師主導 の授業展開で はな く、生徒一人一人 が、 自ら課 題 を見 っ

け、学習計画 の道筋 を考 え、判断 しなが ら授業 を進 めたため、生徒が意欲的 に授業 に取 り組

み、 自己学 習能力 の育成 にっなが った と考 え る。

研究 の成果 と して、次の ことをあげ ることができる。

(1)オ リエ ンテ ーシ ョンを きめ細 か く行 うことは、生徒が意欲的 に授業を展開 して い くた め

に極 めて大切 であ る。

(2>学 習 資料 や学 習 カー ドの活用 の仕方を工夫 し、有効 に活用をす ることで、 自己学 習能 力

を培 うことがで きた。

(3>種 目を選択 させ ることによ って、意欲的 に取 り組 む姿勢 をっ くることにっなが り、運 動

量 が確保で きた。また、 自己学習能力を培 うことがで きた。

(4>テ ィームテ ィーチ ングで は、生徒 とのかかわ り方 を明確 に し、援助 ・助言 の仕方を工 夫

す ることで、学習計画を スムーズに展 開す ることがで きた。

(5)学 習過程 で は、生徒一人一人が学習 の道筋 を自 ら考 え、判断 し、構成 してい く中で学 習

意欲 が増 し、 自己学 習能 力を高 め ることがで きた。 また、途中 にオ リエ ンテー シ ョンを も

ち、 自己の学習 の道筋 を見 直 しを図る ことで、学習を よ り効果 的 にす る ことが で きた。

(6)普 段、 自分 の フォームやプ レーを見 る機会のな い生 徒に とってVTRの 使用 は、課 題 解

決の ために有効 であ った。

(7)学 習資料 ・学習 カー ドは、生徒一人一 人の課題解決 のために、有効 に使 用で きた。

2今 後 の課題

〈1)オ リエ ンテー ションで は、学習の道筋 や課題 の見 っけ方、課題別 グループの分 け方 を、

よ り工夫 し指導 す る必要が ある。

② 学習計 画の作成 は、時間がかか ったため、休み時間等 も利用す る ことにな った。学 習 計

画 を立 て る時間を、生 み出すための工夫 が必要で ある。

(3>VTRの 使 用 は、操 作方法等 を十分指導す る必要が ある。

(4>学 習効果 を更 に上 げ るために は、学習資料 ・学習 カー ドの内容を精選 し、使用 しやす い

よ うに工夫改善す る必要 があ る。
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